
p 1 ①a-5-1 手続き 

それでは受け取り開始の手続きについてご説明します。 



p 2 受け取り開始 手続き 

さきほど確認した公的年金の受け取り開始年齢に到達する月の3カ月前になると、日本年金機構から郵送で請求書類が届きます。 
内容物は案内文書と、年金請求書です。 
届かない場合は日本年金機構のホームページに記載しているねんきんダイヤルにご連絡ください。 

①a-5-1 



p 3 加給年金と振替加算 

公的年金には、加給年金と振替加算という制度があります。 
まず加給年金からご説明しましょう。 

①a-5-2 



p 4 加給年金 

ご自身が65歳になったときに、ご自身に生計を維持されている配偶者や子がおり、 
①ご自身が厚生年金に20年以上加入していること 
②配偶者は65歳未満、子は18歳未満または障がい者の場合は20歳未満 
という2点の条件を満たしていれば、「加給年金」が加算されます。 

①a-5-3 



p 5 加給年金 

ちなみにここでいう「生計を維持している配偶者または子」には、 
ご本人の年金受け取り開始年齢から、おおむね5年以内に年収が850万円未満、 
または所得が655.5万円未満になる配偶者または子も含まれます。 

①a-5-4 

受け取り 
開始の手続き 



p 6 振替加算 

次に振替加算についてご説明します。  

①a-5-5 



p 7 振替加算 

まず、配偶者の老齢厚生年金や障害厚生年金に「加給年金」が加算されている場合、 
その対象になっているご自身が65歳になると、配偶者の加給年金の支払いが打ち切られます。 
このとき、加給年金の対象であったご自身が老齢基礎年金を受け取るときに、①ご自身が65歳になったときに、その配偶者が受け取ってい
る年金の加給年金の対象であること、②ご自身の生年月日が昭和41年4月1日以前であること、③ご自身が老齢基礎年金の他に、老齢
厚生年金や退職共済年金を受けている場合は、厚生年金と共済組合等の加入期間の合計が240月未満であること。 

①a-5-6 



p 8 振替加算 

これらの条件等をすべて満たした場合は、ご自身の老齢基礎年金の額に加算がつきます。これを「振替加算」といいます。 

①a-5-7 



p 9 手続きに必要なもの 

受け取り開始手続きに必要な書類は、受け取り開始年齢に到達する月の3カ月前に届いた「年金請求書」と「本人確認書類」、 
「本人と配偶者または子との関係確認書類」、「配偶者または子についての確認書類」、「その他の書類」です。 

①a-6-1 



p 10 手続きに必要なもの 

まず「本人確認書類」ですが、これには「戸籍謄本」等をご用意ください。なお、年金請求書には任意でマイナンバーを記入する欄があります
が、記入する場合はマイナンバーが記載された戸籍証明書類、または「マイナンバーカード」等が必要になります。 
 
次に「本人と配偶者または子との関係確認書類」ですが、「世帯全員の住民票」や「子の戸籍抄本」等が必要になります。なお、配偶者や
子と別居している場合は、その他にも書類が必要となりますので、同封されている案内文書をご参照ください。 
「配偶者または子の確認書類」については、まず、配偶者の「年金手帳」等や、配偶者または子の「課税証明書」等、また配偶者または子
の退職年齢を明らかにできる勤務先の「社員就業規則」等、複数あります。これは、年金の額が配偶者や子の年収・所得状況により調整
されるためです。 

①a-6-2 



p 11 手続きに必要なもの 

最後に「その他の書類」ですが、これはそれぞれ条件によって必要となるもので、 「年金手帳」 「雇用保険被保険者証」 「恩給証書」 「医
師または歯科医の診断書」などがあります。 
 
まず「年金手帳」等は年金機構より郵送されてきた年金請求書に記載されている基礎年金番号と異なる番号が記載された手帳がある場
合に必要となります。次に「雇用保険被保険者証」は雇用保険の被保険者である、または被保険者でなくなった日から7年以上経過して
いない場合に必要となります。「恩給証書」等は、他の公的年金を受けている場合に必要な書類となり、子の「医師または歯科医の診断
書」等は子に障害がある場合に必要となります。 

①a-6-3 



p 12 ①a-7-1 記入方法 

それでは、年金請求書の書き方についてご説明します。 



p 13 

まず1ページ目です。 

①a-7-1-1 記入方法 



p 14 

すでに住所、氏名、基礎年金番号、生年月日が記載されていますので、その内容を確認します。 
誤りがある場合は、二重線を引いて訂正してください。 

①a-7-1-2 記入方法 



p 15 

次に、黄色の欄に必要情報を記入します。こちらは住所の読み仮名、署名、電話番号、振込先の銀行口座情報を記入してください。 
署名欄は自著の場合、捺印は不要です。 

①a-7-1-3 記入方法 



p 16 

振込先の銀行口座情報記入欄については、金融機関の証明印をもらってください。 
ただし、通帳またはキャッシュカードの写しを添付する場合は、金融機関の証明印は不要です。 

①a-7-1-4 記入方法 



p 17 

なお、ご自身で記入する場合は社会保険労務士の提出代行者欄の記入は不要です。 

①a-7-1-5 記入方法 



p 18 

次に3ページ目です。 

①a-7-2-1 記入方法 



p 19 

まず黄色の欄の公的年金制度から、ご自身が加入した制度を○で囲んでください。 

①a-7-2-2 記入方法 



p 20 

次に（２）において、記載されている情報を、確認してください。 
誤りがある場合は、二重線を引いて訂正し、事業所の所在地または国民年金加入時の住所を記入してください。 

①a-7-2-3 記入方法 



p 21 

次に4ページ目です。 

①a-7-3-1 記入方法 



p 22 

3頁で記載が欠如している公的年金制度の加入期間がある場合は、こちらの黄色の欄に必要情報を記入してください。 

①a-7-3-2 記入方法 



p 23 

まず欠如している期間の事業所名称等を記入します。国民年金に加入していた期間は、「国民年金」と記入してください。 

①a-7-3-3 記入方法 



p 24 

次に、公的年金制度の加入期間を記入します。正確にわからない場合は何年何月まで記入してください。 

①a-7-3-4 記入方法 



p 25 

次に加入していた公的年金制度を○で囲んでください。 

①a-7-3-5 記入方法 



p 26 

最後に、欠如している期間の事業所の住所を記入します。 
なお、国民年金に加入していた場合は、当時の住所を記入します。正確にわからない場合は市区町村名まで記入してください。 

①a-7-3-6 記入方法 



p 27 

次に6ページ目です。 
こちらでは、他の公的年金や雇用保険について、黄色の欄に必要情報を記入してください。 

①a-7-4-1 記入方法 

年金請求書の 
書き方 



p 28 

まず他の公的年金を受けているかどうかを○で囲ってください。障害年金等他の公的年金を受けている場合は、年金証書と選択申出書を
添付してください。 

①a-7-4-2 記入方法 



p 29 

次に他の公的年金を「受けている」と回答した方は、5ページ目の表1から該当するカナ記号、年金の種類、受け始めた時期、年金証書の
年金コードを記入してください。 

①a-7-4-3 記入方法 



p 30 

他の公的年金を「請求中」と回答した方は、5ページ目の表1から該当するカナ記号を記入し、年金の種類を選択します。 

①a-7-4-4 記入方法 



p 31 

次に雇用保険の有無ですが、NTTグループ社員は「はい」を○で囲み、①に雇用保険被保険者番号を記入してください。 

①a-7-4-5 記入方法 



p 32 

雇用保険の被保険者でなくなった日から7年以上経過している場合は、記入せずに下記の事由書の項目（ウ）を○で囲み、署名・捺印
をお願いします。自著の場合は、捺印は不要です。 

①a-7-4-6 記入方法 



p 33 

雇用保険の基本手当と高年齢雇用継続給付を受け取っている、または受けたことがある場合は、 「はい」を○で囲んでください。 

①a-7-4-7 記入方法 



p 34 

次に8ページ目です。 
こちらでは、配偶者や子の情報について、黄色の欄に必要情報を記入してください。 

①a-7-5-1 記入方法 



p 35 

まず配偶者の有無について、あてはまる方を○で囲ってください。「はい」と回答した方は、配偶者の氏名、基礎年金番号、生年月日を記
入し、性別を○で囲ってください。配偶者の住所が本人と異なる場合は、②に住所を記入してください。 

①a-7-5-2 記入方法 



p 36 

次に7ページの表1を確認し、該当するものを○で囲んでください。 

①a-7-5-3 記入方法 



p 37 

「4」と回答した方は、そのまま（２）へ進んでください。 

①a-7-5-4 記入方法 



p 38 

「1」または「2」と回答した方は、下の黄色の欄に、7ページの表1から該当するカナ記号、年金の種類、開始時期、年金証書の年金コードを
記入してください。 

①a-7-5-5 記入方法 



p 39 

「3」と回答した方は、7ページ目の表1から該当するカナ記号を記入し、該当する年金の種類を選択します。 

①a-7-5-6 記入方法 



p 40 

子がいる方は、（２）に子の氏名、生年月日、障がいの有無を記入します。子の定義については、7ページの「子の年齢要件」をご確認く
ださい。 

①a-7-5-7 記入方法 



p 41 

次に10ページ目です。こちらは加給年金対象者がいる場合に記入してください。 

①a-7-6-1 記入方法 



p 42 

年金請求書8ページに記入した配偶者または子が、ご本人と住民票上同一世帯である等生計同一関係にある場合、署名・捺印をお願
いします。自著の場合は、捺印は不要です。 

①a-7-6-2 記入方法 



p 43 

同一世帯でない場合、第三者の証明が必要なケースがあります。その際は年金請求書に同封されているご案内をご参照の上、必要に応
じて白抜きの欄を記入してください。 

①a-7-6-3 記入方法 



p 44 

本人によって生計維持されている配偶者または子の年収について、「はい」か「いいえ」を○で囲んでください。 

①a-7-6-4 記入方法 

本人によって生計維持されている 
配偶者または子について記入 



p 45 

（１）で「いいえ」と回答した方は、当該配偶者または子の年収が、本人の年金受け取り開始年齢から、おおむね5年以内に850万円未
満、所得の場合は655.5万円未満になるかどうかを選択してください。 

①a-7-6-4 記入方法 

本人によって生計維持されている 
配偶者または子について記入 



p 46 

最後に提出日を記入します。 

①a-7-6-5 記入方法 



p 47 

次に14ページ目です。 

①a-7-7-1 記入方法 



p 48 

まず本人に、年金請求書に記載されている基礎年金番号以外の番号がある場合は、記入してください。 

①a-7-7-2 記入方法 



p 49 

（２）には、任意でマイナンバーを記入してください。現況届、住所変更届の提出が不要になります。 

①a-7-7-3 記入方法 



p 50 

（３）では、１及び２を確認し、該当するか否かを○で囲んでください。 

①a-7-7-4 記入方法 



p 51 

次に16ページ目です。 
こちらは、配偶者が加給年金を受け取っている場合に、必要情報を記入してください。 

①a-7-8-1 記入方法 



p 52 

年金請求書8ページに記入した配偶者が、ご自身と住民票上同一世帯である等生計同一関係にある場合は、署名・捺印をお願いします。
自著の場合は、捺印は不要です。 

①a-7-8-2 記入方法 



p 53 

同一世帯でない場合、第三者の証明が必要なケースがあります。その際は年金請求書に同封されているご案内をご参照の上、必要に応
じて白抜きの欄を記入してください。 

①a-7-8-3 記入方法 



p 54 

本人が配偶者によって生計維持されている場合は、「はい」か「いいえ」を○で囲んでください。 

①a-7-8-3 記入方法 



p 55 

（１）で「いいえ」と回答した方は、ご本人の年収が、ご本人の年金受け取り開始年齢から、おおむね5年以内に850万円未満、所得の
場合は655.5万円未満になるかどうかを選択してください。 

①a-7-8-4 記入方法 



p 56 

最後に提出日を記入します。 
  

①a-7-8-5 記入方法 



p 57 

次に18ページ目です。 

①a-7-9-1 記入方法 



p 58 

提出年を記入し、記載されている氏名、生年月日、住所、郵便番号、基礎年金番号を、ご確認ください。誤りがある場合は、二重線を引
いて訂正してください。こちらは必ず捺印が必要になります。 

①a-7-9-2 記入方法 



p 59 

次にマイナンバー、提出日、電話番号を記入し、性別を○で囲んでください。 

①a-7-9-3 記入方法 



p 60 

控除対象配偶者や扶養親族がいる場合は、氏名、続柄、マイナンバー、生年月日、障がい状況、同居・別居区分、所得の種類と見込
み額について記入してください。 

①a-7-9-4 記入方法 



p 61 

障がいに該当する方については、（う）において、普通障がい者は「普通障害」、特別障がい者は「特別障害」を○で囲んでください。 

①a-7-9-5 記入方法 



p 62 

摘要欄に氏名、身体障害者手帳等の種類と交付年月日、等級等障がいの程度を記入してください。 

①a-7-9-6 記入方法 



p 63 

寡婦・特別寡婦・寡夫に該当する方がいる場合は、（え）について記入してください。 

①a-7-9-7 記入方法 



p 64 

別居している方がいる場合は、（お）について「別居」を○で囲み、 

①a-7-9-8 記入方法 



p 65 

摘要欄に氏名と住所を記入してください。 

①a-7-9-9 記入方法 



p 66 

それぞれの詳細な注意事項等は、17ページをご参照ください。 

①a-7-9-10 記入方法 



p 67 

記入が終わったら、同封の「全国年金事務所所在地一覧」をご参照の上、お近くの年金事務所へ郵送、または窓口へ持参してください。 
なお、手続きなどで不明な点がある場合は、ねんきんダイヤルへお電話ください。 
 
以上でご説明を終わります。 

①a-8 提出 
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